
－ ５ －

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
間

伐
事
業
等
の
高
補
助
率
の
活
用
が

容
易
に
な
る
た
め
、
林
家
の
方
々

が
森
林
を
大
切
に
育
て
て
い
く
よ

う
推
進
し
ま
す
。
林
道
事
業
は
、

平
成　

年
度
に
着
手
し
た
中
津
川

１４

大
迫
線
が
本
年
度
で
完
了
し
ま
す
。

治
山
砂
防
事
業
は
２
箇
所
を
計
画

し
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
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�

　

農
業
委
員
会
で
は
農
地
の
保
全

及
び
遊
休
地
や
荒
廃
地
防
止
の
た

め
、
町
内
の
担
い
手
農
家
や
認
定

農
業
者
並
び
に
一
般
農
家
へ
町
農

用
地
利
用
集
積
促
進
事
業
奨
励
補

助
事
業
を
活
用
し
、
農
地
流
動
化

の
促
進
及
び
農
業
の
中
核
的
担
い

手
の
育
成
・
確
保
を
図
り
、
農
地

の
有
効
利
用
と
生
産
性
の
向
上
を

図
り
ま
す
。
な
お
国
の
農
地
利
用

集
積
実
践
補
助
事
業
は
、
当
地
域

で
の
活
用
が
難
し
い
の
で
山
間
部

を
含
め
た
農
地
の
下
限
面
積
の
引

き
下
げ
を
国
県
へ
要
望
し
ま
す
。

農
業
者
年
金
の
加
入
者
は
、
新
制

度
ス
タ
ー
ト
以
降　

名
で
あ
り
、

１７

新
制
度
は
確
定
拠
出
型
で
長
期
に

安
定
し
た
制
度
で
す
の
で
、
更
に

加
入
促
進
を
図
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�

　

交
通
基
盤
は
、
振
興
計
画
並
び

に
各
種
計
画
に
基
づ
き
計
画
的
に

維
持
管
理
及
び
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
現
在
、
町
で
は
１
８
４
路

線
、
１
９
９
・
５
�
の
町
道
を
管

理
し
て
お
り
、
平
成　

年
９
月
現

１５

在
、
舗
装
率　

・
６
％
、
改
良
率

７３

　

・
９
％
で
す
。
本
年
度
も
町
民

４４の
生
活
道
路
並
び
に
産
業
道
路
と

し
て
計
画
的
に
維
持
管
理
並
び
に

改
良
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

維
持
工
事
は
、
軽
微
な
補
修
工

事
、
路
肩
伐
開
清
掃
作
業
等
に
つ

い
て
直
営
作
業
班
の
５
名
で
引
き

続
き
対
応
す
る
計
画
で
す
が
、
全

線
に
作
業
が
行
き
届
か
な
い
状
況

の
た
め
集
落
周
辺
の
伐
開
清
掃
は
、

各
自
治
公
民
館
に
お
願
い
を
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
改
良

工
事
の
計
画
の
な
い
生
活
道
路
は
、

路
面
の
荒
廃
の
著
し
い　

路
線
の

１４

維
持
工
事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

道
路
改
良
整
備
は
、
継
続
の　
１０

路
線
に
つ
い
て
、
過
疎
債
・
辺
地

債
・
町
単
独
事
業
並
び
に
ダ
ム
交

付
金
事
業
で
整
備
を
お
こ
な
っ
て

い
ま
す
。
平
成　

年
度
測
量
・
設

１５

計
を
実
施
し
た
４
路
線
は
、
新
た

に
改
良
工
事
に
着
手
す
る
計
画
で

す
。
観
音
滝
線
は
、
国
庫
事
業
の

緊
急
地
方
道
整
備
事
業
で
幅
員
２

ｍ
の
歩
道
付
き
の
改
良
整
備
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
２
路
線

の
測
量
・
設
計
並
び
に
法
面
崩
壊

防
止
工
事
等
を
実
施
予
定
で
す
。

　

国
県
道
の
整
備
は
、
地
域
高
規

格
道
路
薩
摩
道
路
が
平
成　

年
度

１５

測
量
を
終
え
、
用
地
買
収
に
入
っ

て
お
り
、
平
成　

年
度
に
は
一
部

１６

工
事
に
着
手
の
計
画
で
す
。
薩
摩

道
路
の
整
備
に
伴
い
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
へ
の
県
道
取
付
け
の
た

め
県
道
黒
木
新
地
線
並
び
に
県
道

薩
摩
祁
答
院
線
の
改
良
工
事
も
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
も

早
期
完
成
に
向
け
て
要
望
活
動
を

お
こ
な
い
ま
す
。

　

県
道
牧
園
薩
摩
線
の
永
野
丁
場

地
区
の
整
備
は
一
部
用
地
買
収
が

遅
れ
て
お
り
、
平
成　

年
度
ま
で

１６

繰
り
延
べ
さ
れ
る
予
定
で
す
。
そ

の
他
、
県
道
薩
摩
祁
答
院
線
、
国

道
２
６
７
号
線
の
局
部
改
良
等
は
、

地
元
の
整
備
促
進
委
員
会
並
び
に

各
種
期
成
会
と
早
期
整
備
に
向
け

要
望
活
動
を
お
こ
な
い
ま
す
。
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第
四
次
総
合
振
興
計
画
及
び
町

教
育
行
政
の
重
点
施
策
に
基
づ
き

「
薩
摩
の
未
来
を
拓
く
教
育
を
推

進
す
る
」
た
め
、
引
き
続
き
教
育

環
境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

　

教
育
条
件
整
備
の
主
な
も
の
は
、

町
内
小
・
中
学
校
及
び
幼
稚
園
の

保
健
室
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る

ほ
か
、
永
野
小
学
校
屋
体
耐
力
度

調
査
並
び
に
倉
庫
解
体
工
事
、
中

津
川
小
学
校
校
門
等
改
修
工
事
及

び
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
工
事
、
幼
稚

園
門
扉
設
置
工
事
を
お
こ
な
い
ま

す
。
完
全
学
校
週
５
日
制
に
対
し

て
は
、
今
後
と
も
地
域
ぐ
る
み
で

青
少
年
の
健
全
育
成
が
図
ら
れ
る

よ
う
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
力
へ
の
支

援
に
も
鋭
意
努
力
し
ま
す
。

　

次
に
学
校
教
育
は
、「
学
力
向

上
」
を
最
重
点
課
題
と
し
て
学
力

の
実
態
把
握
や
指
導
法
の
改
善
を

更
に
進
め
ま
す
。
ま
た
国
際
理
解

教
育
の
推
進
の
た
め
中
学
校
、
小

学
校
へ
の
継
続
的
な
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
派

遣
、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

を
通
し
た
郷
土
教
育
へ
の
積
極
的

な
取
り
組
み
に
努
力
し
ま
す
。

　

社
会
教
育
は
、
生
涯
学
習
の
充

実
に
努
め
、
各
種
講
座
を
取
り
入

れ
な
が
ら
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
行
政
間

の
連
携
を
密
に
し
、
町
民
一
人
ひ

と
り
の
意
識
の
高
揚
に
努
め
ま
す
。

ま
た
文
化
、
郷
土
芸
能
等
の
継
承

を
重
視
し
、
地
域
や
各
種
団
体
の

協
力
を
得
な
が
ら
住
民
へ
の
周
知

を
お
こ
な
い
、
文
化
財
等
は
所
蔵


